
 会   議   録 

会議の名称 

 

平成２９年度第４回小金井みんなの給食委員会会議録  

 

 

事 務 局 

 

学校教育部  学務課  

 

開 催 日 時 

 

平成３０年１月２３日（月）１５時００分～１６時４５分  

 

開 催 場 所 
 

西庁舎第五会議室  

 

出 席 委 員 

 

不破委員、宇野委員、山内委員、内田委員、清水委員、森委

員、島﨑委員、松田委員、鈴木委員、坂口委員、山極委員、

大元委員、印牧委員  

 

 

欠 席 委 員 

 

日野委員、岩崎委員、菊池委員  

 

 

会 議 次 第 
⑴委員一言コメント  

⑵小金井市学校給食の指針について  

⑶むさしの給食・食育フェスタについて  

⑷平成３０年度の活動について  

⑸その他  

 

主な意見等  

 

 

⑴委員一言コメント  

（委員）  

・ＮＨＫのニュースを見た。給食甲子園の優勝校は埼玉県越

生町の小学校で地場産の梅干やゆずを使用した給食で、地場

野菜を取り入れるなど、食育にも力を入れていると思った。  

・「小金井の給食」市民自主講座に参加した。第１回の座談会

では、食物アレルギーのお子様の保護者も参加しており関心

が高かった。第２回では、小金井の給食について学務課の近

藤さん、宇野委員の分かりやすい講演で良かった。また、イ

トーヨーカドーで各校給食の献立表が配布されているようだ

が経緯を聞きたい。  

・武蔵野市の食育フェスタに行ったが、とても良かった。メ

ニュー、食材など勉強になった。地産池消では、農家の方と

野菜の大きさや形が違ってもお互い様といえる関係ができて

いると思った。  

・Ｐ連便りでこの委員会の活動内容等について紹介した。紙

面は割愛されたが、今後も周知して行きたいと思う。また、

本日受水槽の故障で給食が中止になった。  

・受水層の故障が直ったので、明日から給食を再開できると



聞いている。従業員に体調不良者が出ているが、支障のない

ようにしている。  

・従業員や家族からインフルエンザが多く出ているが、給食

に支障のないようしている。健康管理に注意をするよう指導

している。  

・先日、受託している学校で水が出なくなり、午後の洗浄を

一時中止したが、教育委員会が対応しすぐに再開できた。  

従業員にインフルエンザが多く発生し、他の営業所から応援

をもらった。雪の通勤リスクにも備えていきたい。  

・他市でも、凍結や電車の遅延の影響でインフルエンザ以外

にも欠員が出ている状況。  

給食甲子園優勝校は弊社の受託校でございます。  

・昨年は手洗い場が凍ったが、今年は今のところ大丈夫。  

職員にインフルエンザは出ていないが、子供達は明日から４

クラス学校閉鎖。手洗いの励行をして作業していきたい。  

・常に複数クラスの学級閉鎖がある。雪によって納品が遅れ

ることはなかった。  

・学級閉鎖は１クラス。凍結による転倒で怪我をした方がい

た。火曜は雪かきをしたが、納品業者が遅れることはなかっ

た。改めてたくさんの力で給食ができていることを感じた。

インフルエンザだけでなくノロにも気をつけたい。  

食器がかなり割れたので、消耗品費がそこをついてしまった。 

・野菜の高騰が気になるが、地場野菜は価格でも頼りになっ

ているのではと思う。  

調理員さんは牡蠣や生ものには気をつけて頑張っていると聞

いている。  

東村山市の給食展に行ってきた。献立、オリパラ関係の展示

がされていた。スクールランチ（弁当）を試食した。地場野

菜を使用し味も良かったが、弁当なので冷たかった。また、

１食３００円で６割程の利用状況とのことで、改めて小金井

市のように給食が提供できるのは幸せなことだと思った。  

（事務局）  

・イトーヨーカ堂から給食献立表を食品売り場に掲示・配布

したいとの申し出があり、校長会の許可を得て、１２月から

掲示・配布している。  

（委員）  

・良いことだと思う。イトーヨーカ堂で他の学校の給食献立

表が掲示・配布されているということを保護者等に周知すべ

きだ。  

 

⑵小金井市学校給食の指針について  

（委員）  

・各学校でも指針を基に給食が作られていることをもっと周

知して欲しい。  



⑶むさしの給食・食育フェスタについて  

（委員）  

・クイズコーナー、魚の解体、給食食材の販売をされていた。

試食は、武蔵野うどんでボリュームも味も満足。  

武蔵野給食財団理事長さんの話では、調理員さんに日頃から

発表の練習をさせているとのこと。  

・和食には合わないということで、牛乳ではなく麦茶が添え

られていた。  

・栄養バランスクイズでは栄養士が８人くらいで普段の食事

内容の判定を行っていた。  

・親子連れが多かった。におい、味覚などのクイズが行われ

ており、食育の観点からも良かった。小金井でもできれば関

心も高いと思う。  

・清涼飲料水のボトルに角砂糖が入っている展示は、入って

いる砂糖の量の多さにいろいろ気付かされる内容だった。  

 

⑷平成３０年度の活動について  

委員案、事務局案を資料に沿って説明  

（委員）  

・事務局案３の⑶講演会について、予算はあるのか。  

（事務局）  

・講師への謝礼が予算措置されている。  

（委員）  

・講演内容や講師は委員会で検討するほうが良い。  

・講演会の内容や講師を決めるタイムテーブルはどうか。  

（事務局）  

・委員会で検討していければ良い。  

（委員）  

・事務局案では、年４回の会議のほかに試食会や講演会など

を入れると年７回になる。例えば、試食会や講演会などを会

議と兼ねられないか。また、準備・調整が大変なので、隔年

にしたりするなど検討が必要だと思う。  

・事務局案は、栄養教諭、栄養士に負担がかかる内容になっ

ているので、手伝えることはやろうと思うが、準備・調整は

大変か。  

・準備・調整ではなく年７回の会議・イベントに出席するこ

とが大変で、試食会や講演会の準備は皆で行えば良い。  

・試食会は給食を食べている栄養士や調理員ではなく、機会

のない方を呼んだほうが良いと思う。  

・栄養士や調理員も他の学校を知ることも大切だと思う。ま

た、試食会終了後、会議を開催すればよいのではないか。  

・開催方法については、工夫の余地がある。農家見学や他市

のイベントなども委員の有志で良いと思う。  

・給食試食会は学校の許可が必要になると思うが、予定はど



うか。  

（事務局）  

・まだ、案の段階で学校の許可は取っていない。この会で同

意いただければ調整する。  

（委員）  

・来年度の計画だが、第１回は通常の会議、第２回と試食会

とかねて、第３回は農家見学か講演会と兼ねることでどうか。 

 

⑸その他  

（事務局）  

・準備会より約４年間、この会の委員として尽力いただきま

した山内さんが今年度で辞めることになった。残念ですが意

思を尊重したいと思う。  

（委員）  

・仕事は忙しくなり満足に活動ができないようになってきた

ので、毎回活動できる方に代わってもらいたいと思う。委員

としてこの先を見届けることができず残念だが、次の方を募

集してもらいたい。  

・ PTA の委員２名も来年度は新しい方になる。  

・試食会の対象者について、１年生、転入生が優先となって

いるが他の学年も参加できるようお願いしたい。  

・学校評価アンケートに給食に関する設問も入れて欲しい。  

・関連する部署等に伝達する。  

（事務局）  

・次回の開催日程については、現時点で未定、決まり次第連

絡する。  

（会長）  

・皆さん１年間ありがとうございました。ご協力に感謝しま

す。  

 

 

決定事項及

び検討課題  

 

 

 

⑴来年度の活動内容は、事務局案で決定  

⑵事務局案を基に、細部については委員会で検討を行い決定

する。  

 

次回の開催  

 

 

 

⑴次回の開催日程等について   

未定  

 

 


